アンケート調査の結果概要について

Ⅰ　調査概要

１　調査目的

本調査は、平成20年度の障がい者計画・障がい福祉計画の改定にあたり、各種施策の基礎資料とすることを目的として実施しました。

２　実施方法と期間

実施方法：身体障がい者　　　　　　　　　　　　郵送による配布・回収
知的障がい者　　　　　　　　　　　　郵送による配布・回収
精神障がい者　　　　　　　　　　　　郵送による配布・回収
障がい児　　　　　　　　　　　　　　郵送による配布・回収
障がいのない人　　　　　　　　　　　郵送による配布・回収

実施期間：平成19年12月５日～12月25日

３　調査対象

身体障がい者　　市内在住で18歳～64歳の身体障がい者手帳所持者

知的障がい者　　市内在住で18歳～64歳の療育手帳所持者

精神障がい者　　市内在住で18歳～64歳の精神障がい者保健福祉手帳所持者

障がい児　　　　18歳未満の身体障がい者手帳または療育手帳所持者

障がいのない人　市内在住で上記以外の方

４　配付数および回収率

	
	身　体

障がい者
	知　的

障がい者
	精　神

障がい者
	障がい児
	障がいの

ない人

	配付数
	1,135件
	465件
	489件
	327件
	650件

	回収数
	637件
	247件
	232件
	258件
	258件

	回収率
	56.1％
	53.1％
	47.4％
	78.9％
	39.7％


平成20年１月31日現在

Ⅱ　アンケート調査結果

１　身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がい児

（１）困った時の相談相手

困った時の相談相手については、身体障がい者では「友人・知人」の割合が最も高く、次いで「兄弟姉妹」となっています。また、知的障がい者、精神障がい者、障がい児では「親・祖父母」の割合が最も高く、特に知的障がい者で70.4％と高くなっています。

表　困ったときの相談相手
単位：割合（％）

	
	身体障がい者
	知的障がい者
	精神障がい者
	障がい児

	親・祖父母
	25.3 
	70.4 
	56.0 
	68.3 

	兄弟姉妹
	31.6 
	27.1 
	27.2 
	13.4 

	友人・知人
	35.0 
	11.3 
	26.3 
	32.8 

	会社の人・学校の先生
	3.6 
	6.5 
	1.7 
	22.0 

	医師・看護師
	25.7 
	8.5 
	52.6 
	26.9 

	ホームヘルパー
	4.9 
	5.3 
	5.6 
	3.2 

	福祉施設・作業所の職員
	3.3 
	19.8 
	7.8 
	7.0 

	市役所の職員
	9.9 
	8.5 
	8.2 
	5.9 

	民生委員・児童委員
	1.9 
	1.2 
	2.2 
	1.1 

	身体障がい者相談員
	3.1 
	－
	－
	0.5 

	知的障がい者相談員
	－
	4.0 
	－
	－

	障がい者団体
	2.5 
	2.8 
	0.4 
	2.7 

	障がい者生活支援センター
	3.5 
	11.3 
	5.2 
	2.7 

	専門機関の職員（心身障害者コロニー、児童相談所、保健所など）
	1.1 
	8.9 
	3.4 
	29.6 

	その他
	26.5 
	4.5 
	12.9 
	6.5 

	相談する相手はいない
	3.0 
	0.4 
	1.7 
	2.7 

	誰にも相談しない
	5.0 
	2.0 
	0.4 
	1.6 

	無回答
	2.2 
	5.3 
	0.9 
	3.8 

	有効回答数（件）
	637
	247
	232
	186


（２）障がい者生活支援センターの認知度

障がい者生活支援センターの認知度については、「知っている」の割合は、身体障がい者で37.4％、知的障がい者で47.0％、精神障がい者で25.4％、障がい児で47.8％となっており、他の障がいに比べ、特に精神障がい者で低くなっています。
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図　障がい者生活支援センターの認知度

（３）相談したいこと

相談したいことについては、「特にない」の割合を除くと、身体障がい者では「福祉サービスの情報に関すること」の割合が最も高くなっています。また、知的障がい者では「福祉サービスの利用に関すること」の割合が32.8％、障がい児では「福祉サービスの情報に関すること」が51.6％と最も高くなっています

表　相談したいと思うこと
単位：割合（％）

	
	身体障がい者
	知的障がい者
	障がい児

	日常生活に関すること
	22.3 
	22.7 
	33.9 

	福祉サービスの利用に関すること
	30.5 
	32.8 
	45.2 

	福祉サービスの情報に関すること
	33.6 
	29.1 
	51.6 

	就学に関すること
	－
	－
	49.5 

	就労支援に関すること
	14.4 
	19.4 
	－

	成年後見制度や虐待など権利擁護に関すること
	2.2 
	－
	27.4 

	その他
	5.0 
	5.7 
	4.3 

	特にない
	34.9 
	25.1 
	8.1 

	無回答
	2.7 
	10.5 
	1.1 

	有効回答数（件）
	637
	247
	186


（４）福祉サービスの利用状況

福祉サービスの利用状況については、身体障がい者、精神障がい者、障がい児では「利用していない」の割合が最も高くなっており、身体障がい者、精神障がい者においては、福祉サービスを利用している割合は１割未満と低くなっています。知的障がい者では「知的障がい者授産施設等」の割合が最も高く48.6％となっています

現在利用している福祉サービスへの不満については、他の障がいに比べ、障がい児で「不満がある」の割合が47.5％と高くなっています。

表　福祉サービスの利用状況
単位：割合（％）

	
	身体障がい者
	知的障がい者
	精神障がい者
	障がい児

	居宅介護（ホームヘルプ）
	9.6 
	8.9 
	9.1 
	5.9 

	生活介護
	4.4 
	10.9 
	3.4 
	0.0 

	児童デイサービス
	0.2 
	1.2 
	0.0 
	37.1 

	短期入所（ショートステイ）
	1.9 
	15.0 
	0.4 
	12.4 

	就労移行支援
	0.3 
	2.0 
	0.9 
	0.5 

	自立訓練（機能訓練）
	3.0 
	－
	－
	3.2 

	自立訓練（生活訓練）
	－
	2.0 
	0.9 
	－

	就労継続支援
	0.6 
	7.7 
	0.0 
	1.1 

	訪問入浴サービス
	2.0 
	1.6 
	－
	0.5 

	移動支援（ガイドヘルプ）
	2.5 
	16.2 
	0.0 
	18.3 

	日中一時支援
	0.2 
	4.5 
	1.3 
	7.0 

	地域活動支援センター
	0.8 
	6.5 
	0.0 
	0.5 

	身体障がい者療護施設
	1.9 
	－
	－
	－

	知的障がい者更生施設
	－
	8.9 
	－
	－

	知的障がい者授産施設等
	－
	48.6 
	－
	－

	デイケア・ナイトケア
	－
	－
	8.6 
	－

	小規模保護作業所
	－
	－
	6.5 
	－

	その他
	4.9 
	7.3 
	8.2 
	2.7 

	利用していない
	76.9 
	10.1 
	51.3 
	43.5 

	わからない
	1.4 
	0.8 
	8.2 
	1.6 

	無回答
	2.4 
	1.6 
	7.3 
	1.6 

	有効回答数（件）
	637
	247
	232
	186


[image: image2.emf]有効回答数：186件
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図　福祉サービスの満足度
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（５）就労・就学状況
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身体障がい者（637）
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知っている 知らない 無回答

（　）内は有効回答数

就学については、「学校、幼稚園・保育園に通学・通園している」の割合が最も高く76.9％となっています。

就学で困っていることについては、「特にない」の割合を除くと「放課後・学校休日に遊べる友だちがいない」の割合が最も高く32.5％となっており、次いで「園や学校が遠い」の割合が17.8％、「先生の理解が足りない」の割合が14.6％となっています。
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図　就学で困っていること
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就労状況については、「会社で仕事をしている」と「パート・アルバイトで短時間の仕事をしている」をあわせた働いている人の割合は、身体障がい者で31.7％、知的障がい者で25.1％、精神障がい者で18.6％となっています。また、知的障がい者では、他の障がいに比べ「授産施設・作業所などに通っている」の割合が高く24.7％となっています。

仕事への不安や不満については、「特にない」の割合を除くと、障害の種類に関わらず、「給料が安い」の割合が最も高くなっています。
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図　就労状況

表　仕事への不安や不満
単位：割合（％）

	
	身体障がい者
	知的障がい者
	精神障がい者

	職場の設備に支障がある
	4.4 
	4.8 
	5.5 

	通勤に支障がある
	6.8 
	13.7 
	3.6 

	人間関係がよくない
	10.4 
	8.9 
	16.4 

	給料が安い
	16.4 
	31.5 
	29.1 

	障がいに対する配慮がない
	10.8 
	9.7 
	10.9 

	職場の身分が不安定である
	9.2 
	8.9 
	14.5 

	職場に相談する人がいない
	7.6 
	7.3 
	18.2 

	仕事が自分にとって難しい
	3.6 
	0.0 
	10.9 

	自分のやりたい業務に就けない
	4.8 
	4.8 
	23.6 

	毎日働くことができない
	4.8 
	2.4 
	18.2 

	その他
	7.2 
	4.0 
	18.2 

	特にない
	54.4 
	41.1 
	14.5 

	無回答
	2.4 
	6.5 
	9.1 

	有効回答数（件）
	250
	124
	55


（６）災害時などで困ること

災害時などで困ることについては、身体障がい者では「自力歩行がやや困難で安全なところまですばやく避難できない」の割合が最も高くなっています。知的障がい者、障がい児では「どのように対応すべきか自分で判断し、行動することが難しい」の割合が最も高くなっています。精神障がい者では「一般の避難所では、投薬や治療を受けることが難しい」の割合が最も高くなっています。

図　　災害時などで困ること
単位：割合（％）

	
	身体

障がい者
	知的

障がい者
	精神

障がい者
	障がい児

	どのように対応すべきか自分で判断し、行動することが難しい
	17.3 
	75.3 
	40.1 
	76.9 

	自分の身体の状況を伝えることが難しく、周りの人に援助を求めることができない
	10.4 
	44.9 
	17.2 
	55.4 

	自力歩行がやや困難で安全なところまですばやく避難できない
	34.4 
	18.6 
	7.8 
	26.3 

	避難所で、被害状況や物資の収集などの情報が入手できない
	13.5 
	55.1 
	15.5 
	54.8 

	避難所で、周りの人とコミュニケーションが取れない
	7.8 
	56.3 
	29.3 
	54.8 

	一般の避難所では、投薬や治療を受けることが難しい
	27.3 
	27.1 
	42.7 
	23.1 

	避難所に多目的トイレなど生活できる環境が整っていない
	30.6 
	26.3 
	18.1 
	24.2 

	その他
	6.6 
	5.3 
	11.2 
	14.5 

	特に困ることはない
	23.7 
	9.3 
	17.2 
	5.4 

	無回答
	4.2 
	4.9 
	6.5 
	4.3 

	有効回答数（件）
	637
	247
	232
	186


（７）今後、充実したほうがよい障がい者の施策

今後、充実したほうがよい障がい者の施策については、身体障がい者、知的障がい者では「高齢で障がいが重くなったときに生活できる施設の整備」の割合が、精神障がい者では「障がい者の雇用促進」の割合が、障がい児では「障がい児の療育の場の整備・充実」の割合が高くなっています。

表　今後、充実したほうがよい障がい者の施策
単位：割合（％）

	
	身　体

障がい者
	知　的

障がい者
	精　神

障がい者
	障がい児

	障がい者の雇用促進
	26.8 
	27.5 
	31.0 
	41.9 

	相談窓口や相談指導をする体制の充実
	18.8 
	15.4 
	17.7 
	22.6 

	生活介護（デイサービス）などの充実
	13.5 
	17.0 
	－
	20.4 

	自宅以外で日中すごすことのできる場（デイケアなど）の確保
	－
	－
	17.7 
	－

	短期入所（ショートステイ）などの充実
	6.3 
	21.9 
	5.2 
	10.2 

	専門的機能回復訓練などのリハビリテーションの充実
	17.1 
	2.8 
	－
	15.6 

	家事や介助のためのホームヘルパーの派遣
	14.1 
	10.5 
	12.5 
	2.7 

	専門機関での医師や専門家による病気の治療やカウンセリングの充実
	－
	－
	27.6 
	－

	地域での日常生活や社会復帰の相談や助言などを行う支援センターの整備
	－
	－
	12.1 
	－

	入所又は通所して社会復帰のための日常生活訓練を受ける施設の整備
	－
	－
	6.9 
	－

	軽作業を中心とした仕事を行う施設
	－
	－
	12.1 
	－

	外出時の付き添いのためのガイドヘルパーの充実
	6.8 
	11.3 
	－
	8.6 

	障がい者向けの公営住宅の整備
	22.4 
	17.8 
	15.5 
	9.7 

	賃貸住宅への入居の支援（保証人がいない場合など）
	13.3 
	8.1 
	14.2 
	4.8 

	グループホーム・ケアホームなどの確保
	－
	27.5 
	4.3 
	19.4 

	公共施設のバリアフリー化の推進
	18.5 
	－
	－
	6.5 

	交通機関の充実や移動支援の充実
	25.4 
	17.8 
	17.7 
	14.0 

	授産施設などの福祉的な仕事の場の整備・充実
	1.3 
	11.7 
	－
	21.5 

	住宅改修補助制度などの充実
	15.4 
	－
	－
	4.8 

	スポーツ・文化・レクリエーション活動の支援
	6.0 
	6.9 
	－
	8.6 

	家族会や患者会の組織化と活動の充実
	－
	－
	4.7 
	－

	療護施設や福祉ホームなど入所できる施設の整備
	9.4 
	－
	－
	11.3 

	更生施設などの入所できる施設の整
	－
	9.7 
	－
	－

	障がい児の療育の場の整備・充実
	2.4 
	7.3 
	－
	42.5 

	障がい者の情報提供の充実
	11.0 
	14.2 
	15.5 
	14.0 

	学校と関係機関の連携の強化
	2.0 
	0.8 
	0.4 
	32.3 

	高齢で障がいが重くなったときに生活できる施設の整備
	43.0 
	39.3 
	－
	16.1 

	地域の人との交流の場の充実
	3.9 
	4.9 
	4.7 
	6.5 

	災害や具合が悪くなったときなど緊急時の支援体制の充実
	26.2 
	21.5 
	14.7 
	16.1 

	障がい者の理解に関する社会啓発の促進
	15.5 
	20.2 
	24.1 
	33.9 

	その他
	2.0 
	2.0 
	6.9 
	2.7 

	わからない
	4.7 
	8.5 
	14.2 
	2.2 

	無回答
	10.8 
	10.9 
	8.2 
	10.2 

	有効回答数（件）
	637
	247
	232
	186


２　障がいのない人

[image: image8.emf]有効回答数：258件
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（１）手助けをした経験
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充
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生
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介
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デ

イ

サ

ー

ビ

ス

）

な

ど

の

充

実

公

共

施

設

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

の

推

進
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で
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が
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の
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入
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備
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の
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携

の
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化
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が

い

者

の

理

解
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関

す
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会
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発

の
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進
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が

い

の

あ
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人

へ

の

情
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提

供

の
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域

の

人

と

の

交

流

の

場

の
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・
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化

・
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ク
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エ

ー

シ

ョ

ン

活

動

の

支

援

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

をした経験については、「ある」の割合が64.0％、「ない」の割合が35.7％となっています。
（２）社会的な偏見について

社会的な偏見についてについては、「あると思う」と「少しはあると思う」をあわせた、障がいのある人への偏見や差別があると考える人の割合は87.6％となっています。

（３）今後、充実したほうがよい障がい者の施策

今後、充実したほうがよい障がい者の施策については、「障がい者の雇用促進」の割合が最も高く45.7％となっており、次いで「相談窓口や相談指導をする体制の充実」の割合が34.1％、「生活介護（デイサービス）などの充実」の割合が32.9％、「公共施設のバリアフリー化の推進」の割合が31.8％となっています。


図　今後、充実したほうがよい障がい者の施策

































































































図　社会的な偏見について



































図　手助けをした経験












































図　就学の状況
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